
評価リストの使用方法
• 痛みの場所 →疼痛の要因予想 がん性疼痛以外に使用していないか

• 痛みの程度（NRS:0-10）
安静時 疼痛増悪時 ﾚｽｷｭｰ使用後

→オピオイドは効果があるのか 用量は適切か

痛み以外の症状に使用していないか

突出痛の出現タイミング

→疼痛の要因予想

定時薬の切れ目の痛みではないか

• 副作用→オピオイド以外の原因がないかの確認が前提（不明瞭であることも多い）

傾眠→オピオイドの用量調節に際し重要

便秘→下剤やナルデメジンは適切に使用できているか

悪心→制吐剤は適正に使用できているか 漫然投与はないか

その他→頻度は低いが尿閉等上記以外の副作用はないか

• その他→アドヒアランスや薬剤の管理面といった疼痛に関連する上記以外のこと

ケミカルコーピングへの早期介入

薬物相互作用や他院処方との関連など
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